
―ボランティアはどんな活動をしているのですか？
　地域と学校が連携して教育を充実させる「南風原町地域学校協働活動推進
事業」で、町内６校で約250人が登録しています。子どもたちに勉強を教えた
り、授業を手伝ったり、平和学習や職業講話など経験を生かした特別授業を
してもらっています。

―ボランティアはどんな役割がありますか？
　小学校３年生の子に、「あの人優しくて大好き。連れてきてくれてありがと
う」と言われたことが心に残っています。出会いは子どもを励まし、子どもが持っている力を計り知れ
ない学びに変えます。地域の大人もボランティアを通して学びを続けることができます。

―14年間コーディネーターを続けてきた原動力はなんですか？
　PTAや児童館、子供会の活動をしていた時にコーディネーターの話をいただきました。好きなことを
仕事にできるなんてラッキー、と思いました。活動に理解を得られず苦労したこともありましたが、お
もしろそう、楽しそう、子どもや先生が喜ぶかも？という気持ちに動かされてきました。

―学校の保護者にメッセージをお願いします。
　学校はずっと地域の核にあります。子どもや先生、保護者を地域全体でふちゅくるぐゎー（ふとこ
ろ）に入れたら、人間のつながりが循環してネットワークになり、住みやすい、優しい地域になります。
一緒に学校を愛して見守り、応援していきましょう！


